
風
信

一
、
長
崎
に
あ
っ
た
龍
馬
の
手
紙

　

坂
本
龍
馬
は
筆
ま
め
な
人
だ
っ
た
ら
し
く
、
郷
里
の
家
族
や
友
人
ら
に
あ
て
た
手

紙
が
現
在
で
も
一
四
〇
通
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
長
崎
に
は
龍
馬
の

手
紙
を
は
じ
め
関
係
す
る
史
料
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
龍
馬
に

関
係
が
深
い
土
地
に
し
て
は
、
残
念
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　

龍
馬
と
親
交
が
深
か
っ
た
小
曽
根
家
に
は
、
か
な
り
の
数
の
手
紙
や
史
料
が
残
さ

れ
て
い
た
と
思
う
の
だ
が
、
長
い
年
月
の
間
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
小
曽

根
家
に
あ
っ
た
龍
馬
の
手
紙
の
中
に
は
、「
西
洋
足
袋
」（
靴
下
）や「
泡
の
出
る
酒
」

（
ビ
ー
ル
）へ
の
礼
状
も
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
ま
た
、
丸
山
町
の「
史
跡
料
亭
花
月
」に

は
、
龍
馬
の
手
紙（
長
崎
奉
行
所
あ
て
抗
議
文
草
稿
）が
残
さ
れ
て
い
る
。
慶
応
三
年

九
月
十
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
長
崎
に
現
存
す
る
唯
一
の
貴
重
な
、
龍
馬
の
筆
あ

と
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
時
代
の
長
崎
に
は
、
も
う
一
通
、
龍
馬
の
手
紙
が
存
在
し
た
。

そ
れ
は
、
慶
応
三
年
八
月
八
日
付
、
兄
・
坂
本
権
平
あ
て
、
イ
カ
ル
ス
号
事
件
の
最

中
に
土
佐
で
書
か
れ
た
も
の
。
長
崎
の
人
が
、
坂
本
直
寛（
権
平
の
甥
で
、
養
子
と

な
る
）か
ら
譲
ら
れ
所
有
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
手
紙
は
、明
治
三
六
年（
一
九
〇
四
）一
月
一
日
、長
崎
の「
東
洋
日
の
出
新
聞
」

に
写
真
木
版
印
刷
で
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
坂
本
家
に
戻
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
現
存
し

て
い
な
い
。
先
年
、
明
治
時
代
の
新
聞
に
の
っ
た
こ
の
手
紙
の
存
在
を
、
亀
山
社
中

ば
活
か
す
会
・
堺
屋
修
一
氏
が
発
見
さ
れ
、「
幻
の
手
紙
を
発
見
」と
大
き
な
話
題
を

よ
ん
だ
。

二
、
龍
馬
ゆ
か
り
の
聖
福
寺

　

亀
山
社
中
、
花
月
、
グ
ラ
バ
ー
邸
、
聖
福
寺
。
何
の
こ
と
か
お
分
か
り
だ
ろ
う
か
。

ど
れ
も
、
長
崎
に
今
も
残
る
龍
馬
ゆ
か
り
の
建
築
物
だ
。

　

亀
山
社
中
は
、
も
と
も
と
亀
山
焼
の
関
連
施
設
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
も

の
で
、
長
崎
市
が
復
元
整
備
工
事
を
行
い
、
平
成
二
一
年
に「
長
崎
市
亀
山
社
中
記

念
館
」と
し
て
公
開
し
て
い
る
。
龍
馬
の
亀
山
社
中
が
置
か
れ
た
と
い
う
建
物
で
あ

る
。

　

花
月
は
、
今
も
残
る
庭
園
と
と
も
に
江
戸
時
代
を
し
の
ば
せ
る
建
物
で
、
風
格
の

あ
る
た
た
ず
ま
い
が
印
象
的
だ
。
元
海
援
隊
士
の
関
義
臣
は
、「（
龍
馬
は
）隊
士
等

を
率
い
て
、
玉
川
、
花
月
な
ど
へ
登
楼
し
た
」、
と
回
想
し
て
い
る
。

　

グ
ラ
バ
ー
邸
は
、
亀
山
社
中
と
も
取
引
が
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
商
人
グ
ラ
バ
ー
の
居

宅
跡
。
わ
が
国
最
古
の
木
造
洋
館
と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

聖
福
寺
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
創
建
さ
れ
た
名
刹
。
こ
の
寺
が
龍
馬
と
ゆ
か
り
が

あ
る
の
は
、
慶
応
三
年
五
月
に
、
い
ろ
は
丸
沈
没
事
件
の
談
判
が
お
こ
な
わ
れ
た
場

所
だ
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
他
の
建
物
と
異
な
る
点
は
、
同
時
代
の
史
料
か
ら
龍
馬
が

実
際
に
行
っ
た
と
断
定
で
き
る
、
唯
一
現
存
す
る
建
物
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
史
料

と
い
う
の
は
、
土
佐
商
会
員
の
池
道
之
助
の
日
記
で
、
こ
う
い
う
記
述
が
あ
る
。

　
「
一
、（
五
月
）廿
二
日
、
天
気
、
後
藤
様
・
横
山
・
予
・
常
作
・
才
谷
梅
太
郎
・

尾
谷
孝
蔵
、
四
、五
人
連
ニ
て
聖
福
寺
へ
行
、
紀
州
ノ
藩
と
談
判
致
ス
」。

　

こ
の
聖
福
寺
も
近
年
建
物
の
傷
み
が
激
し
く
、
修
復
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
龍

馬
ゆ
か
り
の
深
い
建
物
を
、
ぜ
ひ
後
世
に
残
し
て
お
き
た
い
も
の
だ
。

三
、
龍
馬
嫌
い

　

世
の
中
に
は
、
熱
烈
な
龍
馬
フ
ァ
ン
が
い
る
と
同
時
に
、
龍
馬
が
嫌
い
な
人
間
も

確
か
に
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
龍
馬
の
業
績
を
頭
か
ら
認
め
よ
う
と
せ
ず
、『
竜

馬
が
ゆ
く
』は
完
全
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
断
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い
人
、
そ
の
他
も

ろ
も
ろ
だ
。あ
る
意
味
、龍
馬
に
対
す
る
興
味
の
表
れ
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。そ
し
て
、

そ
の
中
間
と
も
言
う
べ
き「
龍
馬
無
関
心
層
」も
ま
た
存
在
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

世
の
中
の
人
全
部
が
、
龍
馬
が
好
き
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
全
く
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、長
崎
に
お
い
て
は
、今
ま
で
は
こ
の「
龍
馬
無
関
心
層
」が
大
部
分
だ
っ

た
と
、
私
は
思
っ
て
い
る
。「
龍
馬
」を「
リ
ュ
ウ
マ
」と
読
ん
で
い
る
人
が
多
か
っ
た

し
、
ど
う
し
て
長
崎
に
龍
馬
像
が
あ
る
の
か
合
点
が
い
か
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
た
、

と
推
測
し
て
い
る
。

　

こ
の
傾
向
は
、
長
崎
で
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
幕
末
・
明
治
の
頃
か

ら
の
傾
向
だ
。
い
や
、
当
時
は
無
関
心
ど
こ
ろ
か
、
多
分
に「
龍
馬
嫌
い
」だ
っ
た
よ

う
だ
。
明
治
元
年
、
長
崎
に「
振
遠
隊
」と
い
う
民
兵
組
織
が
で
き
る
が
、
そ
の
隊
長

は
元
海
援
隊
士
だ
っ
た
。
長
崎
の
人
達
に
は
、
面
白
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

龍
馬
へ
の
無
関
心
は
、
そ
の
後
も
続
く
。
長
崎
の
代
表
的
な
歴
史
家
・
古
賀
十
二

郎
氏
の
生
家
は
福
岡
藩
御
用
達
商
人
で
、
イ
カ
ル
ス
号
事
件
の
と
き
は
当
主
が
奉
行

所
に
呼
び
出
さ
れ
て
夜
遅
く
ま
で
帰
宅
せ
ず
、
家
族
一
同
心
配
し
た
そ
う
だ
。
そ
の

た
め
か
、
古
賀
氏
は
龍
馬
に
積
極
的
に
関
心
を
持
っ
た
形
跡
が
な
い
よ
う
だ
。
そ
の

後
も
同
じ
傾
向
が
続
い
た
が
、
そ
れ
が
長
崎
で
の
龍
馬
研
究
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
現
代
龍
馬
学
会
会
員
）

○
四
月
と
言
え
ば
入
学
式
に
始
り
、
花
ま
つ
り
と
続
く
。
そ
し
て
私
達
の
事
務
所
か
ら
見

三
三
三
号　

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
日

龍
馬
・
長
崎
雑
記
帳

え
る
風
頭
山
の
楠
若
葉
が
一
番
美
し
い
季ト
キ

で
あ
る
。

○
先
日
、
韓
国
K
B
S
テ
レ
ビ
局
の
金
鐘
石
課
長
を
中
心
に「
日
本
の
近
代
化
発
祥
地
と

な
っ
た
長
崎
」を
主
題
に
取
材
に
来
訪
さ
れ
た
。五
日
間
・
長
崎
に
滞
在
さ
れ
る
と
の
事
。

其
の
取
材
内
容
も
昔
・
長
崎
に
あ
っ
た
高
麗
町
の
事
や
、「
一
六
一
〇
年
朝
鮮
の
人
達

が
建
て
た
教
会
跡
は
？
」等
と
専
門
的
な
質
問
も
多
く
熱
心
な
取
材
で
大
い
に
感
心
さ

せ
ら
れ
た
。

○
次
に
、
長
崎
の
四
・
五
月
と
言
え
ば
私
達
、
戦
前
の
時
代
の
者
に
は「
ハ
タ
あ
げ
」が
あ
っ

た
。
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
に
も「
ハ
タ
あ
げ
す
る
な
ら　

コ
ン
ピ
ラ
・
カ
サ
ガ
シ
ラ　

帰

り
は
一
パ
イ
機
嫌
で
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ぶ
う
ら
ぶ
ら
」と
唄
う
。
一
八
〇
〇
年
頃
編
纂
さ
れ

た
長
崎
名
勝
図
絵
に「
春
に
な
る
と
長
崎
の
人
達
は
、
大
人
も
子
供
も
重
箱
に
御
馳
走

を
入
れ
て
山
に
行
き
、
ハ
タ
を
あ
げ
る
。
そ
の
場
所
は
四
日
は
金
ヒ
ラ
・
十
五
日
は
風

が
し
ら
。
二
十
五
日
は
合
戦
場
・
二
十
八
日
は
准ジ
ュ
ン

提デ
イ

観
音
」と
あ
る
。
ハ
タ
に
は「
ビ
ー

ド
ロ
よ
ま
」を
つ
け
て
あ
げ
、
対
手
の
ハ
タ
と
勝
負
す
る
。「
ハ
タ
あ
げ
」に
は
今
も
昔
の

言
葉
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
ツ
ブ
ラ
カ
シ
、
ヤ
ダ
モ
ン
、
ネ
ヨ
マ
カ
ス
リ
、
ヨ

マ
ツ
ケ
等
々
が
あ
り
、
ハ
タ
の
模
様
も
一
二
〇
種
類
も
あ
っ
て
面
白
い
。（
参
考
資
料
・

渡
辺
庫
輔
著　
『
長
崎
ハ
タ
考
』）

○
五
月
四
日（
火
）恒
例
に
よ
り「
県
九
條
の
会
」と
共
催
し
、
青
少
年
を
中
心
に
長
崎
史
跡

を
訪
ね
る
。
集
合
・
午
前
十
時（
馬
町
諏
訪
神
社
下
）。
コ
ー
ス
・
龍
馬
が
歩
い
た
亀
山

社
中
・
上
野
撮
影
局
・
料
亭
藤
屋
跡
な
ど
。（
会
費
不
要〔
講
師
〕　

餅
田
・
田
中
・
松
澤
・

平
野
・
越
中
他
）

○
五
月
十
五
日（
土
）午
後
二
時
よ
り
、
本
年
度
純
心
大
学
食
文
化
研
究
講
座
を
桜
町
勤
労

福
祉
会
館
に
て
開
催
。
演
題
・「
長
崎
シ
ュ
ガ
ー
・
ロ
ー
ド
」。
講
師
・
越
中
哲
也
。
自

由
に
御
参
加
下
さ
い
。（
会
費
不
要
）

○
今
月
は
次
の
本
を
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

　
『
江
戸
文
人
と
明
清
楽
』中
尾
友
香
利
女
史
・
数
年
来
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
学
位
論

文
を
集
大
成
さ
れ
た
も
の
で
、
長
崎
の
文
化
に
深
い
関
係
が
あ
り
非
常
に
す
ぐ
れ
た
珍

ら
し
い
論
考
で
あ
っ
た
。（
汲
古
書
院
刊
・
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

　
『
あ
る
宇
和
島
藩
士
の
係
譜
』小
波
盛
佳
氏
著
。
小
波
氏
の
祖
父
は
明
治
初
期
の
長
崎
画

檀
を
指
導
さ
れ
た
小
波
魚
青
画
伯
で
、
著
書
に
よ
り
色
々
の
事
を
教
え
て
戴
い
た
。（
著

者
は
千
葉
市
在
住
。
工
博
・
小
波
技
術
士
事
務
所
長
）

　
『
幕
末
|
写
真
の
時
代
|
』（
再
販
）小
沢
健
志
編　

私（
越

中
）も「
長
崎
編
」を
担
当
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。（
筑
摩
書

房　

一
二
、〇
〇
〇
円
）

織
田　
毅

風頭公園の坂本龍馬像


